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要旨 

 

【目的】本課題研究の目的は、「在宅看護の視点」とは何かを臨床から見た視点、教育か

ら見た視点の双方から知ることである。 

【方法】2024 年度に、地域・在宅看護論を扱う概論及び各論というタイトルの最新版の

教科書 9冊、訪問看護を始める看護師が学習に用いる教科書 2 冊の計 11 冊を分析対象と

した。教科書から目次を抽出し、抽出した目次を類似の内容にまとめながら質的分析を行

った。 

【結果】地域・在宅看護論の分野で用いている教科書の目次を抽出し、類似の内容をまと

めた結果、21 個のカテゴリーに分けられた。カテゴリーは 6 つに大別された。1 つ目は、

地域についてまとめた【日本の保健医療】【地域と暮らしの概論】【地域共生社会に向けた

地域包括ケアシステムと看護】【新しい看護システムの創造】であった。2つ目は、地域

の看護の基本となる【人々の変化と移行を支える看護】【地域・在宅看護概論】【在宅看護

概論】【訪問看護の方法】【看護における家族の捉え方と支援】【地域の人々の暮らしを支

える多機関・多職種の連携・協働】【支援者として外せない考え】【暮らしの場でのコミュ

ニケーション】【地域で暮らす人々を支援する過程の考え方と方法】【地域で暮らす人々を

支える看護の質】であった。3 つ目は、各論にあたる【地域で行われている支援の具体例】

【日々の生活を支える支援】【療養生活を支える医療的支援】であった。4つ目は、地域

で暮らす人々を支えるにあたって関わりの深い制度や社会資源を【地域に暮らす人々を支

える医療・福祉に関する制度と社会資源】、暮らしの中に含まれる様々なリスクを【地域

での暮らしに潜むリスクへの対応と対策】であった。5 つ目は、諸外国のことをまとめた

【外国の在宅医療・在宅看護】であり、6 つ目は、ヒトの生物学的な進化と文化的進化が

書かれた【自然界における人間の存在】であった。21 個のカテゴリーの中でコアカテゴ

リーとなるのは、【人々の変化と移行を支える看護】であった。 

【結論】「在宅看護の視点」とは、「移行」に焦点を当てて支援を考えることであると分か

った。そして、この「在宅看護の視点」は、地域・在宅看護論の分野に限らず、成人看護

学、老年看護学、小児看護学、母性看護学、精神看護学の対象者も当てはまり、訪問看護

師だけでなく全ての看護師が支援者として身につけるものであった。 
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